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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
藤枝 智美  印 
 
A New Inhibitory Pathway Controlling the Gating Mechanism of the Lateral Amygdala Revealed by 
Voltage Sensitive Dye Imaging 
（膜電位イメージング法により見出された扁桃体外側核のゲート機能を制御する新しい抑
制性経路） 
     

















外側核（lateral nucleus, La）に入力する外包 (external capsule: EC) 上の外側枝 
(EClat)と内側枝(ECmed)の分枝点近傍に刺激電極を挿入して、皮質性の入力線維を電気刺





グルタミン酸アンタゴニスト (CNQX, 10 µM; D-AP-5, 50 µM) 下で ECmed を刺激して、 La 
内に投射する GABA 性ニューロン集団の部位を同定した。 
【結果と考察】 
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１．電気刺激により La 内と扁桃体基底外側核 (basolateral nucleus, BLA) や線条体に
広範囲に直ちに脱分極応答が広がった。La 内では、脱分極の減衰とともにすぐに過分極応
答が観察された。ついで BLA と、La に隣接する線条体の一部の脱分極が減衰して過分極
応答が観察された。線条体の大部分には過分極応答は認められなかった。La の過分極は他
の部位と比較して振幅が大きく約 600 ms 持続した。扁桃体の過分極応答を光学測定で観察
し解析したのは本報告が初めてである。 
２．EClat を La から切り離した実験を行った結果、L a 内の過分極応答は変化しなかった 
(n = 5)。ECmed を La から切り離した実験の結果、La 内の過分極応答の振幅は有意に減少
した (n = 6)。しかし、ECmed を線条体から切り離しても、 La 内の過分極応答は変化しな
かった (n = 7)。La 内への抑制性入力の起源は ECmed の外側で、線条体主要部ではない
ことが分かった。解剖学的位置から鑑み、La 内への抑制性入力の起源は ECmed に沿って
存在する the medial ITC と考えられた。 
３．分岐点近くの ECmed を切断すると、 La 内の過分極応答が有意に減少した (n = 7) 。
このことから、ECmed を通過する線維により La 内に過分極応答がおこることがわかった。 
４．グルタミン酸アンタゴニストの存在下で ECmed 沿いを数箇所電気刺激する実験を行な
った際には、 ECmed 沿いの特定の部位を刺激した時のみ La 内に過分極応答が観察された 
(n = 7)。この結果によって La に直接入力する GABA 性ニューロン集団の部位を同定した。 
【まとめ】 
皮質からの入力は、ECmed の線維を伝わり、ECmed 沿いに存在する the medial ITC 内の 
GABA 性ニューロン群を興奮させて、La 内に過分極応答を引き起こす。本研究により、恐
怖記憶の消去に関する感覚情報を獲得する際の初期のステップに影響する抑制性入力経路
の存在を確認した。 
